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（１） 第210号 令和元年（2019年）５月１日発行お お の 社 協 だ よ り

　毎年、６月第１土曜日に開催しています福祉ふれあいまつ
り。今年は、６月１日（土）午前９時から午後３時まで、結と
ぴあで開催します。楽しいゲームコーナーや、パネル展示、
ステージイベントなど予定しています。
　また、今年から開催テーマを「温

ぬ く

もり　あふれる　結のま
ち」と定め、会場に来られる方やボランティアなどすべての
人々が、笑顔で、心豊かにふれあい、温もりあふれるまつり
となるように努めていきます。
　多くの方々のご来場をお待ちしています。

この社協だよりは赤い羽根共同募金の
配分金を活用して発行しています。

～第34回
　福祉ふれあいまつり開催～

温
ぬ
く もり あ

ふれる 結のまち

写真は第33回の様子です



（２）第210号令和元年（2019年）５月１日発行 お お の 社 協 だ よ り

福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

主催・大野市社会福祉協議会
主管・第34回福祉ふれあいまつり実行委員会
後援・大野市

結とぴあ

令和元年6月１日㈯
　　　午前９時〜午後3時

及びその周辺

チャリティーバザーに　　
　　ご協力をお願いします

〜ご家庭に眠っている品物を福祉に役立ててください〜

品物：タオル、洗剤、食器などの日用品のほか、缶詰などの食料品も
　　　受け付けております。
　※品物は未使用品に限らせていただきます。また、食料品は、賞味期限が切れていない
　　ものをお願いします。

受付：令和元年５月29日・30日　午前９時〜午後５時
　※大野地区の方は、大野市社協（結とぴあ）まで。大野地区以外の方は、各地区公民館

へお願いします。和泉地区は大野市社協和泉支所へお願いします。５月29日・30日と
もにご都合の悪い方は、大野市社協で随時（土・日を除く）受付けておりますのでよ
ろしくお願いします。

会場

第34回

日時
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自衛隊車両展示

自衛隊車両展示

おくえつおもちゃ
病院

おもちゃとおもちゃ
かえっこバザール

マッサージ

まちなか循環バス増便の
お知らせ

土曜日は１日２便の運行ですが、福祉
ふれあいまつりが開催される６月１日
（土）は、２便増便し、計４便（第２便
〜５便）を運行します。
ぜひご家族でまちなか循環バスをご利
用ください。
ダイヤ等の詳細については、各ご家庭
に配付した時刻表パンフレットもしく
は、大野市ホームページをご覧くださ
い。

9:00〜9:40 第62回大野市身体障害者福祉大会

9:45〜10:00 手話サークル名水による手話コーラス

10:00〜10:20 篠座こども園年長児による歌とおどり

10:20〜10:50 サイエンスショー

10:50〜11:20 土屋マミの歌謡ショー

11:20〜12:00 大野高等学校吹奏楽部の演奏

12:00〜13:00 休憩・午後の準備

13:00〜14:00

人権啓発講演会（大野市民学校共催）
『多様性を尊重する社会　　　　　

　　　〜みんな違って大丈夫〜』
講師：弁護士　池田清美氏

※帰りは、結とぴあを午後１時と午後２時に出発します。

【１号車】 【２号車】 【３号車】
1便 2便 1便 2便 1便 2便

① 中丁集会所 8:05 9:10 ① 上五条方集会所 8:05 9:10 ① 六呂師郵便局 8:00 9:15
↓ ↓ ↓

② 乾側公民館 8:15 9:20 ② 上庄公民館 8:10 9:15 ② 阪谷公民館 8:10 9:25
↓ ↓ ↓

③ 大門集会所 8:20 9:25 ③ 木本中西出バス停 8:20 9:25 ③ 松丸バス停 8:15 9:30
↓ ↓ ↓

④ 庄林集会所 8:30 9:35 ④ 上舌ふれあい会館 8:30 9:35 ④ 富田公民館 8:20 9:35
↓ ↓ ↓

⑤ 下庄公民館 8:35 9:40 ⑤ 小山公民館 8:35 9:40 ⑤ 下森目バス停 8:25 9:40
↓ ↓ ↓

結とぴあ 結とぴあ ⑥ 中保集会所 8:35 9:50
↓

結とぴあ

福祉まつり送迎無料バス
時刻表

多くの方々にご来場いただくた
め、ふれあいまつり送迎無料バ
スを運行します。
ぜひ、ご利用ください。

チャリティーバザーは３階です
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平成31年度

　近年の福祉施策は、個人の尊厳を尊重する視点か
ら、個人個人の生活全体に着目し、たとえ障害があっ
ても、要介護状態になっても、できる限り地域の中
でその人らしい生活ができるような基盤を整備して
いくという基本的な考えのもと、地域での自立支援
や生活の確保、施設や病院から地域への移行が進め
られています。
　しかし同時に、公的な福祉サービスだけでは対応
できない生活課題や公的な福祉サービスでの総合的
な対応が不十分であることから生まれる様々な問題
も顕在化してきています。
　今、地域社会の弱体化が叫ばれる中、地域社会に
おける安心と安全の確立は、住民の地域での暮らし
の大前提であり、地域社会の活性化のためにも喫緊
の課題となっています。
　このような流れのもと、大野市社会福祉協議会で

１　地域で支え合いと助け合いの地域福祉活動の推進
　　　○福祉委員、民生委員児童委員、区長等による住民のネットワークを活かした支え合いと助け
　　　　合いの小地域福祉活動を市全域に広め、推進します。

２　生活あんしんセンター「結はあと」による市民の権利擁護の確保
　　　○認知症、障害等により日常生活上の判断に不安のある方が、地域で安心して生活することが
　　　　できるよう、生活あんしんセンター「結はあと」を核として適正な権利擁護と法人後見業務
　　　　の推進を図ります。

３　在宅の高齢者を支える地域の支え合い体制づくりの推進
　　　○地域における生活支援等サービス提供体制の整備を推進するため、生活支援コーディネーター
　　　　を配置し、公民館単位（乾側地区を予定）での協議体を発足します。

４　安定的な介護保険事業等の運営による財源の確保
　　　○介護保険事業等の運営にあたっては、利用者本位のサービス提供と採算性の確保に努力し、
　　　　地域福祉事業の財源づくりに努めます。

　去る、３月27日、大野有終会館「結とぴあ」において大野市社会福祉協議会の評議員会が開催さ
れ、本年度の事業計画及び予算が決まりました。以下、概要をお知らせします。

は、その活動の指針を定めた「第四次地域福祉活動
計画」を根拠として、地域住民の安心と安全の確立
に向けて、鋭意、諸事業に取り組んでおりますが、
平成30年度はこの計画の中間年にあたることから、
事業のこれまでの進捗状況の評価と検証を行い、そ
の結果をホームページで公表したほか、これからの
活動の方向性の再確認をしたところであります。
　これを受け、本年度は、市民の権利擁護に資する
ことを目的として新たに法人後見事業に取り組むほ
か、前年度より本格実施を始めた小地域（行政区単
位）での福祉活動を支援する小地域支え合い支援事
業を継続し、地域での安心と安全の支え合いの基盤
づくりを推進します。
　また、在宅福祉サービスの取り組みでは、利用者
本位の理念に立脚した、効果的で、かつ経営の健全
性のある介護保険事業等の運営に努めていきます。

大野市社会福祉協議会事　業　計　画

基 本 方 針

基 本 理 念

結の心でつながる
　　　　　　福祉のまち

重 点 目 標
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収　支　予　算

支　出
281,158

人件費
173,016

事業費
2,245

事務費
56,954

設備資金借入金
元金償還支出
2,496

助成金支出
4,731
貸付事業
支出 300

その他の活動による
支出 2,251

拠点区分間
繰入金支出
35,943

支　出
217,778 人件費

123,815

事務費
3,898

事業費
56,576

共同募金配分金
5,631

助成金支出
5,136

貸付事業等
300

借入金利息支出 263
経理区分間繰入金支出
22,139

負担金支出
20

積立資産支出
2,360

負担金
支出 0

ファイナンスリース
債務の返済支出 786

支払利息
支出 76

収　入
281,158

会費　6,700

経常経費
補助金収入
29,582

受託金
36,008

拠点区分間
繰入金収入
35,943

介護保険事業収入
122,073

負担金収入
1,621

寄附金　2,000

障害福祉
サービス等
事業収入
43,687

県社協受託金
4,183

受取利息
配分金収入
10

事業収入
558

収　入
217,778

会費　6,757

市補助金
31,844

経理区分間繰入金
収入 25,929

積立預金取崩収入
6,669

介護保険収入
74,187

負担金収入
2,194

寄附金　2,500

共同募金
配分金 6,211

自立支援費等
収入 16,660

雑収入
395

貸付事業収入 205

受取利息配分金
収入 100

積立資産取崩
収入等　1,405

貸付事業
収入 293

その他の
収入 1,278

その他の活動による
収入 6,415

（単位：千円）

（千円）

（千円）
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さ
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介
護
保
険
サ
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て
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ラ
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Ｏ
・
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民
団
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成
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行
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ま
す
。

　
　【
助
成
対
象
】

　

福
井
県
内
で
地
域
や
社
会
を
良
く

す
る
た
め
の
事
業
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
事
業
は
助
成
対
象

と
し
ま
せ
ん
。

①
他
の
補
助
金
と
の
重
複
や
公
的
補

填
の
あ
る
事
業

②
政
治
、
宗
教
、
組
合
の
運
動
の
手

段
と
し
て
行
う
事
業
や
営
利
の
た
め

に
行
う
事
業

③
総
会
な
ど
団
体
の
運
営
に
要
す
る

経
費
や
福
祉
を
目
的
と
し
な
い
事
業

　【
募
集
期
間
】

　

５
月
31
日
（
金
）
ま
で

　【
広
域
活
動
助
成
事
業
】

○
活
動
が
市
町
の
区
域
を
超
え
て
行

な
わ
れ
る
団
体
等
の
活
動
に
対
し
て

助
成
し
ま
す
。

○
支
援
活
動
費

・
活
動
費　
　

 

50
万
円
以
内

・
備
品
整
備
費　

50
万
円
以
内

　
（
総
事
業
額
の
75
％
を
上
限
と
す
る
。）

・
建
物
整
備
費
２
０
０
万
円
以
内

　
（
総
事
業
額
の
75
％
を
上
限
と
す
る
。）

　【
助
成
申
請
書
の
入
手
方
法
】

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://akaihane-fukui.jp/

）

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。

・
大
野
市
共
同
募
金
委
員
会
の
窓
口
。

　【
お
問
い
合
わ
せ
】

福
井
県
共
同
募
金
会

 

福
井
市
光
陽
２
―
３
―
22

　

福
井
県
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内 

　

電
話　

０
７
７
６
―
22
―
１
６
５
７

　
【
助
成
決
定
ま
で
の
手
順
】

　

助
成
団
体
は
、
福
井
県
共
同
募
金

会
の
配
分
委
員
会
に
て
審
査
を
行
い
、

理
事
会
、
評
議
員
会
に
お
い
て
決
定

し
ま
す
。
必
要
と
認
め
た
団
体
は
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
審
査
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

••• 

助
成
対
象
団
体
募
集 ••••••••••
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■　民生委員（民生委員・児童委員）とは
　地域を見守り、住民の身近な相談相手として活動し、
その相談を専門機関へつなぐことを役割としています。
□　民生委員は、民生委員法に基づき、厚生労働大臣

から委嘱された非常勤の地方公務員です。
□　また、児童福祉法に定める児童委員を兼ねている

ため民生委員・児童委員（通称：民生委員）とい
います。

□　給与の支給はありません。
　　任期は３年です。（再任ができます。）
□　全国で23万人の民生委員が活動しています。
　　大野市には100人の民生委員（民生委員・児童委

員91人と主任児童委員９人）が活動しています。
■　私たち民生委員（民生委員・児童委員）の主な
　　役割は、
　地域住民の身近な相談相手として活動し、相談内容
に応じ必要な支援が受けられるよう、専門機関へつな
ぐことを役割としています。
■　主任児童委員は
　子育てを社会全体で支えるために、区域の民生委員
児童委員と連携しながら、子育て支援活動や、児童の
健全育成活動等に取り組んでいます。

私たちは、大野市の民生委員です。
主な取り組みや活動の一部を紹介させていただきます。

■　相談の主な内容
□　高齢者の一人暮らしで生活に不安がある。
□　家族の介護について心配がある。
□　福祉サービスや福祉施設の利用につい相談したい。
□　病気や失業のため、生活費や医療費の支払いに困
　　っている。
□　身体に障害があるので、何かあったときに心配だ。
□　子育てや子どものしつけで悩んでいる。
□　近所で子どもや高齢者の虐待らしい様子を目撃し

た。などです。　
※民生・児童委員は、法律で守秘義務が課せられています
　ので、相談者の相談内容などの秘密は厳守されています。
■　現在の主な活動は次のとおりです！
□　高齢者一人暮らし世帯の見回りと見守り活動
□　市や社協などが主催する福祉事業への協力
□　世代間交流事業
　　子どもと一人暮らし高齢者との交流会等
□　福祉施設でのボランティア活動
□　小・中学生との交流会（登下校時のあいさつ運動）
□　研修会や視察研修の開催などです。

大野市民生委員児童委員協議会：全体研修会（全体の取り組み）

高山市社会福祉協議会との交流会 彦根市民児協との交流会

お住いの地区担当の民生委員・児童委員の氏名や連絡先をお知りになりたい場合は、最寄りの公民館、
又は、大野市民生環境部福祉子ども課（電話）６４－５１４２にお問い合わせください。
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福祉ふれあいまつり

関係機関との協働（社会福祉協議会事業活動に参画）

一人暮らし高齢者語らいの会

赤い羽根共同募金助成金事業

さつまいも掘り

大野市中部民児協の活動 大野市北部民児協の活動

大野市東部民児協の活動

主任児童委員の活動

小学生：夏休み思い出映画会 開成中学校挨拶大作戦に参加

　一人暮らし高齢
者を対象に、長寿
巻き寿司料理教室
を開催しています。

　地域の支え合い活動
ネットワークづくりに
取り組んでいます。写
真は、地区別情報交換
の懇談会の模様です。

　地域の子どもを知る
活動を行い、子育て家
庭の立場に立った児童
委員活動を推進してい
ます。写真は凧作り模
様です。

　中学校入学前の準備と
して、２つの小学校６年
生が中学校入学前に禅寺
で座禅や、ゲーム等を通
じ、親睦が深まるよう交
流活動を実施しています。

大野市南部民児協の活動

　地区内の施設を慰問し、
地域の人たちとの交流を
深める活動を展開してい
ます。写真は施設の夏祭
りの模様です。

　「子どものいじめを
なくす。」取り組みとし
て“一途”のライブを
開催し、児童と保護者
らで、いじめ防止につ
いて考え取組みました。

　子どもや子育て支
援の一環として花桃
の植樹をしました。
　高齢者が外出でき
る居場所づくりを、
地域住民の交流拠点
で考究しています。

大野市和泉民児協の活動

交流拠点に集う参加 クリスマス会 児童虐待防止啓発活動

　子育て親子への
寄り添い活動を展
開しています。
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